
北
前
船
が
運
ん
だ
昆
布
と
敦
賀

　

北
前
船
が
運
ん
だ
物
資
の
代
表

に
、
北
海
道
の
昆
布
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
中
期
以
降
の
敦
賀
に
は
、
北
前

船
を
通
じ
て
昆
布
や
ニ
シ
ン
な
ど
松

前
物
と
呼
ば
れ
る
北
海
道
か
ら
の
荷

が
飛
躍
的
に
増
え
ま
し
た
。
昆
布
の

一
大
集
荷
地
と
な
っ
た
敦
賀
に
は
多

く
の
手
す
き
お
ぼ
ろ
昆
布
職
人
が
集

ま
り
、
昆
布
の
加
工
技
術
が
発
達

し
、
お
ぼ
ろ
昆
布
の
一
大
産
地
と
な

り
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
手
す
き
お
ぼ
ろ
昆
布
の

全
国
シ
ェ
ア
が
80
％
以
上
を
超
え
る

な
ど
、
昆
布
加
工
品
は
敦
賀
を
代
表

す
る
特
産
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　

今
後
は
認
定
さ
れ
た
11
自
治
体
が

共
同
し
て
、
北
前
船
寄
港
地
・
船
主

集
落
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
国
内
外
に
発

信
、
歴
史
文
化
を
体
感
・
継
承
す
る

た
め
の
環
境
整
備
、
次
世
代
継
承
の

た
め
の
人
材
育
成
、
北
前
船
に
関
す

る
都
市
連
携
の
強
化
、
ブ
ラ
ン
ド
構

築
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

敦
賀
は
全
国
の
お
ぼ
ろ
昆
布
生
産
量

の
80
％
以
上
を
占
め
、
全
国
の
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
出
回
っ
て
い
る
お
ぼ
ろ
昆
布
は
、

ほ
ぼ
敦
賀
で
加
工
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

数
年
前
の
調
査
で
は
、
敦
賀
に
は
昆

布
加
工
に
携
わ
る
人
が
１
５
０
人
ぐ
ら

い
い
て
、
そ
の
中
で
昆
布
す
き
職
人
は

１
１
０
人
ほ
ど
で
し
た
。
昆
布
生
産
量

の
ピ
ー
ク
だ
っ
た
30
年
前
は
昆
布
加
工

に
携
わ
る
人
が
約
５
０
０
人
い
た
と
い

わ
れ
て
い
る
の
で
、
職
人
の
減
少
は
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昆
布
す

き
は
、
座
り
な
が
ら
す
る
作
業
な
の
で
、

肉
体
的
な
負
担
も
大
き
く
、
時
代
の
流

れ
と
と
も
に
そ
う
い
っ
た
仕
事
を
希
望

す
る
人
が
減
っ
て
い
ま
す
。
他
の
北
前

船
の
寄
港
地
で
は
、
職
人
が
２
、３
人
に

な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
敦
賀
に
今
で
も
こ
れ
だ
け

の
職
人
さ
ん
が
い
る
理
由
は
、
北
前
船

の
お
か
げ
で
昔
か
ら
昆
布
が
大
量
に

入
っ
て
き
た
と
い
う
歴
史
と
、
職
人
さ

ん
を
育
て
る
敦
賀
の
問
屋
と
職
人
の
仕

組
み
が
良
か
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

い
く
ら
少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、

全
国
的
に
見
れ
ば
ず
ば
抜
け
た
数
の
昆

布
す
き
職
人
が
敦
賀
に
は
い
ま
す
。
日

本
遺
産
の
認
定
を
き
っ
か
け
に
、
地
元

の
み
な
さ
ん
に
、
敦
賀
に
は
全
国
に
誇

れ
る
お
ぼ
ろ
昆
布
す
き
の
伝
統
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
と
う

れ
し
い
で
す
。

北
前
船
に
関
連
す
る
文
化
財
な

ど
が
日
本
遺
産
に
！

 
敦
賀
市
と
南
越
前
町
を
含
め
た
北

前
船
に
関
連
す
る
11
自
治
体
が
文
化

庁
に
申
請
し
て
い
た
「
荒
波
を
越
え

た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間
～

北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
～
」
が

4
月
28
日
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
北
前
船
寄
港
地
・

船
主
集
落
（
※
）
が
持
つ
魅
力
を
活

か
し
た
観
光
振
興
や
、
関
連
自
治
体

が
一
体
と
な
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
構
築
な

ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
遺
産
と
は
？

　

地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通

じ
て
日
本
の
文
化
・
伝
統
を
語
る

「
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
文
化
庁
が
認
定

す
る
も
の
で
、
平
成
27
年
度
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
上
で
欠
か
せ

な
い
魅
力
あ
ふ
れ
る
有
形
・
無
形
の

文
化
財
群
を
、
地
域
が
主
体
と
な
っ

て
総
合
的
に
整
備
・
活
用
し
、
国
内

外
へ
戦
略
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

北
前
船
ス
ト
ー
リ
ー

　

江
戸
時
代
、
北
海
道
・
東
北
・
北

陸
と
西
日
本
を
結
ん
だ
西
廻
り
航
路

は
経
済
の
大
動
脈
で
あ
り
、
こ
の
航

路
を
利
用
し
た
商
船
は
「
北
前
船
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
北
前
船

は
、
米
を
は
じ
め
と
し
た
物
資
の
輸

送
か
ら
発
展
し
、
船
主
自
身
が
寄
港

地
で
仕
入
れ
た
多
種
多
様
な
商
品

を
、
別
の
寄
港
地
で
販
売
す
る
買
い

積
み
方
式
に
よ
り
利
益
を
あ
げ
た
こ

と
か
ら
「
動
く
総
合
商
社
」
と
形
容

さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
北
前

船
の
寄
港
地
・
船
主
集
落
は
、
今
も

日
本
海
沿
岸
を
中
心
に
数
多
く
残

り
、
時
を
重
ね
て
彩
ら
れ
た
異
空
間

と
し
て
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー

は
、
88
件
の
文
化
財
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
敦
賀
市
の
文
化
財
は
、
昆

布
の
手
す
き
加
工
技
術
、
洲す
ざ
き崎
の

高た
か
と
う
ろ
う

燈
籠
、
鰊に
し
ん
ぐ
ら蔵
、
旧
大
和
田
銀
行
初

代
本
店
、
疋
田
舟
川
の
５
件
で
す
。

（
ペ
ー
ジ
上
段
の
写
真
参
照
、
括
弧

内
は
所
在
地
）

荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間

　
　
　
　
　
～
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
～

江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
栄
え
た
北
前
船
。
　

そ
の
寄
港
地
で
あ
っ
た
敦
賀
に
今
も
残
る
北
前
船
ゆ
か
り
の
文
化
財
や
技
術
が

日
本
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

祝
！
日
本
遺
産

昆布の手すき加工技術洲
すざき

崎の高
たかとうろう

燈籠（川崎町）鰊
にしんぐら

蔵（松原町）旧大和田銀行初代本店（相生町）疋田舟川（疋田）

北前船で運ばれた昆布の加工技術敦賀湊を出入りする北前船の目印として
1802年に建てられた石積み灯台

江戸時代、蝦
え ぞ ち

夷地（北海道）から北前船
で搬送されたニシンを収納した大型土蔵

北前船で財をなした廻船問屋・大和田荘
七が1892年に創業した大和田銀行の初代
社屋

北前船で搬送された荷物を琵琶湖水運を
活用して輸送するために、1815年に整備
された運河の遺構

函館市

鯵
あじがさわまち

ヶ沢町

深浦町秋田市
酒田市

新潟市
長岡市加賀市

南越前町
敦賀市

松前町

今回認定された日本遺産を
構成する11市町

少なくなったとはいえ、
敦賀には全国的にもずば抜けた数の
昆布すき職人がいます。
日本遺産の認定をきっかけに、
地元の人たちにもっとそのことを
知ってもらえたら
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福井県昆布商工業協同組合

美
み の

濃　修
し ゅ う じ

二 さん理事長

（※）「寄港地」とは北前船が立ち寄った港のこと。「船主集落」とは、北前船の船主（船の所有者）や船頭（船長）などが暮らした集落のこと。問合せ先　観光振興課　☎２２－８１２８


